
令和元年度武雄市立武雄北中学校学校評価結果
１　学校教育目標 ２　本年度の重点目標 達成度

Ａ：ほぼ達成できた
Ｂ：おおむね達成できた
Ｃ：やや不十分である
Ｄ：不十分である

３　目標・評価
①学びプロジェクト…確かな学力の育成

領域 評価項目
評価の観点

（具体的評価項
目）

学校関係
者評価委
員の評価
（A～Dで
記入）

意見や提言など

● 志を高める教育 やりたいことを見
つけそれに向けて
努力する気持ちを
高める教育活動の
推進

・ 志を持ち、目標に
向かって主体的に
考え、努力できる生
徒を育てる。

・

・

進路学習や行事を通して夢を持
ち、それを認め合い、支援できる学
校の雰囲気作りを図る。
夢の実現に向け810運動を通して、
1日2時間の家庭学習の目標を持
ち、努力し続ける力を身に付けさせ
る。

・

・

進路学習については、各学年で計画的に行うこと
ができている。学年間の情報共有などをもう少しで
きたらと思う。
８１０の取り組みについて、保護者アンケートの結
果は昨年度とほぼ同じである。希望の進路実現の
ために、家庭学習の習慣化や基礎的な学力の大
切さを意識させ、自学ノートの取り組み方を変える
ことができた。

・

・

８１０については、継続して取り組み意識
付けを行う。内容の充実を図りパンフレット
の配布や集計結果の報告を行い、保護者
の協力をお願いする。
自学ノートは今後も毎日の授業の学びを
書かせていきたい。 A

　８１０運動は今後も是非続けて
いってください。
  志は個々に違うと思うので、武
北としての志を共有したらいいの
ではないかと思う。

●学力向上 言語活動の充実と
自学の向上

・ 話し合い活動及び
書く活動に焦点を
あて、主体的に学
び表現する生徒を
育てる。

・

・

全職員が研究授業を行い、指導方
法を工夫する。
授業に、話す・書く等の表現活動
を積極的に取り入れ、生徒の意識
向上を図る。
学びの基礎作りのために、810大
作戦を継続し、テスト期間だけでな
く、日常の家庭学習の充実を図る。

・

・

・

・

全職員が研究授業を行い、授業研究会等を通し
て指導方法について考えることができた。
授業の中で積極的にグループ活動を取り入れ、
話し合い活動を充実させ、思考の広がりを感じて
いる生徒が増加した。
書く活動については新聞のコラム欄の視写タイム
を実施し、生徒は意欲的に取り組むことができた。
８１０の取り組みについて、保護者アンケートの結
果は昨年度とほぼ同じである。

・

・

授業に話し合い活動や書く活動を積極
的・継続的に取り入れ、さらに生徒が意欲
的に活動できるような手立てを工夫する。
８１０については、継続して取り組み、これ
までの調査結果を学年ごとに集計したも
のを校内掲示することで、意欲を高めてい
きたい。また、内容の充実を図りパンフ
レットの配布や集計結果の報告を行い、
保護者の協力をお願いする。

A

　文化発表会で展示されていた
毛筆・硬筆が皆上手で驚きまし
た。
 先生方の指導のおかげで、生徒
の学力が向上していることが見
て取れる。
　将来の人生の中で、一番基礎
となると思うので、しっかり取り組
んでほしい。

②忍耐プロジェクト…たくましく生きるための健康と体力の増進

領域 評価項目
評価の観点

（具体的評価項
目）

学校関係
者評価委
員の評価
（A～Dで
記入）

意見や提言など

望ましい食習慣と
食の自己管理能
力の育成

・ ｢食｣の大切さを理
解し規則正しく生活
する生徒を育てる。

・

・

・

食に関する専門的な知識や日ごろ
の生活で役立つことを、年間計画
をもとに栄養教諭と連携して指導
する。
朝食摂食率９０％以上を目指した
食育の指導を行う。
学校栄養職員による「スポーツ栄
養実習」を、部活動（運動部）の生
徒対象に実施する。

・ 部活動と日頃の食生活が深く関わっていることを
理解し意識させるため、中体連前に食育教室で
「熱中症の予防と応急処置」について部活動別に
学ばせることができた。朝食摂食が1日をスタート
させる上でいかに重要であること、部活動を中心と
した運動を行っている際に熱中症になった場合、
どのように応急処置を行うかを学ぶことができた。
また、熱中症は予防できることを理解し、試合に勝
つための心構えを学ばせることができた。

・ 食に関する意識の向上のため毎年行って
いる「食育教室」は、来年度以降も継続し
て行っていきたい。成長期にある子どもた
ちにとって一番大切なのは「食」であり、日
常的な給食指導を通して、食事のマナー
や箸の使い方なども毎日の習慣として意
識するため継続的に啓発していく必要が
あると思われる。

A

　食に関しては、親のかかわりが大
きいので、親さんの講演等も取り入
れられたらどうでしょうか。
　食育は学校だけではな、家庭での
生活が重要になると思う。

望ましい生活習慣
の形成

・ 部活動の練習時間
だけでなく、生活面
全てを意識させ、
「24時間部活動」を
目指す。

・

・

部活動で学んだことを生活で実践
できるよう「24時間部活動」の目標
を明確にし取り組む。

生徒主体で「立腰」、「自問掃除」を
実施し、望ましい生活習慣の礎と
なる活動を徹底する。

・

・

各部活動では、年間目標となる意気込みを記した
「部活動パネル」を製作し、玄関ロビーに掲示し
た。時間を守ること、集合などの行動を機敏に行う
こと、活動に集中して取り組むことなど、常日頃か
らやっていることが部活動の結果につながることを
理解し、また部活動で培ってきたものが日頃の生
活で活かされなければいけない。
「立腰」「自問掃除」は係の生徒の放送に始まり、
放送で終わる。生徒主体の取り組みとして、落ち
着きのある学校生活が送れていると感じる。成果と
して数値には出ないが、確実に活かされている。

・

・

全生徒すべてが「２４時間部活動」の精神
を持って取り組んでいるかと問われれば、
そこまではいっていない。部活動ごとだけ
でなく、学年間でもっと意識をさせて取り
組んでいく必要がある。部活動に入って
いない生徒にも対応できるようにしなけれ
ばいけない。

現状維持のままではマンネリ化をしてしま
うので、常に自分を磨くことを忘れることが
ないように取り組ませることが大切である。

A

　心身ともに健康に成長してくれ
るのが親の願いです。武北はバ
ランスの取れた指導を行ってくれ
ていると思います。
　今後も冬場の行間体育を続け
てもらいたいです。
　生徒数が少なく部活数が少な
いのが残念である。
　部活動では、上下関係、それ以
外においては生活習慣が大事だ
と思う。

③感動プロジェクト…人間力を育てる「夢プロジェクト」推進・豊かな心の育成

領域 評価項目
評価の観点

（具体的評価項
目）

学校関係
者評価委
員の評価
（A～Dで
記入）

意見や提言など

学
校
経
営

●心の教育 「夢プロジェクト」の
推進

・ 自主性を尊重し、
果敢にチャレンジし
ていく生徒を育て
る。

・

・

・

総合的な学習の時間（夢タイム）を
通して、地域の方と共に活動する
場を設け、チャレンジしやすい学習
環境を整える。
10月の文化発表会「夢きた祭り」
で、夢プロジェクトの成果発表がで
きるよう指導する。
ユネスコ・スクールの活動を行って
いることについて、広報活動を行
う。

・ 総合的な学習の時間は、各学年が学年テーマを
もとに活動を進め、地域の方の協力を得ながら地
域理解に努めたり、自主的な取り組みを行ったりし
た。（1年：地域を知る、2年：地域にふれる、3年：
地域に貢献する）

・ 総合的な学習の時間は、テーマ達成のた
めに振り返る時間を設け、確認・修正しな
がら活動を進めさせる。

A

　少ない人数での活動は大変だ
と思う。
　学年のテーマを変えてもいいの
では、自然豊かな若木・武内なら
ではの事をもっと違った目から見
てもよういのでは。
　生徒たちのやる気が見える。素
晴らしい。
　地域との交流を通し、子どもた
ちの質の向上になると思う。

教
育
活
動

●いじめの問題への対
応

教育相談の充実 ・ 友達へのからかい
や言葉遣いについ
て考えさせ、自他を
認め合い、支え合う
心を育てる。
スクールカウンセ
ラー、スクールソー
シャルワーカーの
活用

・

・
・

友達との関り方や言葉遣いについ
て考えさせ、よりよい学級集団作り
を目指す。（ＱＵの利用、生活アン
ケートの実施等）
道徳、人権教育の充実を図る。
生徒及び保護者にスクールカウン
セラー、スクールソーシャルワー
カー等の相談日を分かりやすく文
書で知らせ、相談しやすくする。

・

・

友達との関わり方や言葉遣いについてしっかりと
考えることができ、グループでの活動等において
も思いやりをもって取り組むことができている。
道徳、人権教育の充実を図るため、ふれあい道徳
や人権集会、講演会を通して、生徒の心の安定を
図ることができた。

・

・

さらにグループ活動等を活性化するため
に、生徒間の関係性を向上させる活動を
計画し実施していく。
スクールカウンセラーを通しての相談につ
いては、養護教諭と学年担当職員との連
携で、気になる生徒やその保護者などへ
声をかけ、適切なタイミングで実施でき
た。今の現状に満足することなく、今後も
生徒の小さな変化に気付くことができるよ
う、職員間で連携を密に取っていきたい。

A

　いじめ問題は、その子の人生を大
きく変える問題です。先生方の日ご
ろの観察と指導に頼るしかありませ
ん。北中でいじめ問題を現在のとこ
ろ聞いたことがありません。先生方
の指導のおかげと感謝しておりま
す。
　少人数の学校故に、一人ひとりの
状態を把握することが大事だと思
う。

④地域プロジェクト…コミュニティ・スクールを活用した生徒の育成

領域 評価項目
評価の観点

（具体的評価項
目）

学校関係
者評価委
員の評価
（A～Dで
記入）

意見や提言など

学
校
経
営

○保護者、地域住民と
の連携

コミュニティ・スクー
ルの推進

学校と地域住民、
保護者が積極的に
力を合わせてよりよ
い学校の運営に取
り組む。

・

・

・

年間３回の学校運営協議会を開催
し、取り組みの1年目として体制づ
くりを行う。
コミュニティ・スクールの活動を行っ
ていることについて、広報活動を行
う。
学校の様々な活動を通して、地域
の方と共に取り組む場を設け、学
校の様子を理解してもらう。

・

・

・

年間３回の学校運営協議会と２回の地域学校協
働本部会議を開催した。会議では学校の取組をよ
く理解して頂き支援的風土が例年以上に感じられ
た。
学校運営協議会と地域協働本部のメンバー選出
が大変である。
育友会活動は評議委員会を年間５回実施したが、
毎回９割以上の評議員の方に出席していただき、
意義ある会議は実施できた。

・

・

・

・

学校運営協議会は回数を精選し実施して
いく。
地域学校協働本部の活動については、小
学校との関係等について検討していく。
なかなか日常的に校内訪問に来て頂くこ
とは難しいので、情報発信にさらに力を入
れる。
会議への出席率は高いが、活動内容の
工夫や新たな取り組みへの意見や提案が
ない。組織の活性化につながる会議にす
る。

B

　子供がいないとやはり学校の様子
が十分伝わってきません。情報発信
の方法を考えてほしい。
　登下校時のあいさつがよく、この
まま続けてほしい。
　新たな提案が,できるように努力し
ていく。

⑤その他学校運営に関わる取り組み

領域 評価項目
評価の観点

（具体的評価項
目）

学校関係
者評価委
員の評価
（A～Dで
記入）

意見や提言など

働
き
方
改
革

○業務改善及び勤務時
間の管理

役割分担の明確
化と時間外の勤務
時間の削減

・

・

・

職員一人一人に、
勤務時間に関する
意識改革と時間外
勤務の抑制のため
の措置を講ずる。
時間外勤務につい
て月45時間以内を
目指す。
働きやすい職場づ
くりのための環境改
善を図る。

・

・

・

学校における働き方改革推進委員
会を組織し、全職員で学校ができ
る業務改善・役割分担を時節ごと
に見直す。
タイムレコーダーを活用し職員の
毎月の時間外勤務時間を把握し
適切な指導を行う。
挨拶や声かけを大切にし、お互い
が見守り合う組織作りを行う。

・

・

・

・

　4月当初に校務分掌の役割分担と適正化を図り
校務の偏りを見直した。その結果、大きな行事は
職員がお互いに事務作業を分担し多忙さを感じる
ことなく仕事することができた。
　定時退勤日の実施は、呼びかけはするが、現実
不可能であった。
　部活動の休養日の実施や土日のどちらかを休
みにするは、完全実施できた。効果的な練習を各
部工夫をこらしてもらった。ただ、土日の練習試合
等は1日必要である。
　心の健康チェック事業ストレスチェック分析結果
では、職場の対人関係上のストレスが少ない傾向
にある。また、上司からの支援度が多い傾向があ
るとの結果がでてる。職員が互いにフォローし同
僚性がある職場環境が整っている。

・

・

・

・

・

　学校は、４・５月そして年度末等時期に
よって多忙な時期がある。その時期は、見
通しを持って効率的に業務を進め、「忙し
いときは忙しい」という意識を持って全職
員で乗り切る集団をつくる。
　学力向上関係の計画報告書等毎年同じ
傾向があるので、簡潔に作成する。
　部活動については、オンシーズン・オフ
シーズンがあるので年間を通した適切な
活動を行う。
　長期休業中は学校休養日を独自に実
施するなどオン･オフを使い分け心身のリ
フレッシュを行う。年休取得を強く推進す
る。
　月45時間以内の時間外勤務を達成する
ためにタイムレコーダーを活用し、職員一
人一人の月の業務記録を可視化させ達

B

　働き方改革は大変だと思う。生徒とか
かわる時間は大切にしてほしい。
　小さな学校では特に先生方の負担が
多いのでは。
　業務の改善により、職場が明るくなる
と思う。
　楽しい職場は先生方のやる気につな
がると思うので頑張ってください。
　先生たちの負担増にならないようにし
て頂き、よりよい職場を作っていただき
たい。

４　　本年度のまとめ　・　次年度の取組

・

・

・

具体的目標

具体的目標

具体的方策

具体的な改善策・向上策

具体的方策

具体的方策

A

A

達成度

　今年度は、県研究指定事業学力向上研究の指定を受け2年目、「確かな学力と豊かな心を育み、生き生きと表現する生徒の育成」～主体的・対話的で深い学びにつながる授業づくりを通して～を研究主題に上げ、学力向上の研究
に取り組んだ。9月下旬に昨年度から依頼している次世代研究センターの研究協力員の講師の先生を招き、授業研究会及び校内研をおこなった。授業の視点を「まとめ」と「「振り返り」に絞り授業を見てもらい指導助言を受けた。これ
によりこれまで各先生方のとらえ方にアンバランス感があったが、講師の先生の具体的な指示や助言を受け学べたことで、やっと共通理解と実践の足並みがそろった。そして、11月22日に研究の成果の発表会を実施した。今後は、
「主体的・対話的で深い学び」につながる授業の組み立て方についてまだまだ実践を重ねていく。生徒自身については、家庭学習の内容や方法について見直しを図り、「８１０大作戦」を引き続き継続し、学習習慣の定着を目指す。
そして、集団での学び合い（授業）と個の自学力（家庭学習）をしっかりリンクさせる。
　健康・体つくりについては、保健委員会を中心に保健計画に則って計画的に実践できた。特に体つくりでは、本校伝統の冬季の業間体育で長距離走を行い、その成果を発揮する校内駅伝大会を実施した。
　心の教育については、特に人権・同和教育・平和学習会・３．１１集会を通して、お互いが認め合い支え合う人間か関係つくりに力を入れた。また、いじめ問題については、日常的な観察を怠らず、また毎月の生活調査を実施し、生
徒の実態把握に努め早期発見早期対応に心がけた。今後も生徒会を中心に様々なイベントを企画させ主体的・協働的風土を醸成し、心身ともに健康な生徒の育成を図る。
　働き方改革については、今年度も学校行事の精選・分掌事務や会議の効率化は取り組んでいる。今年度は教職員の意識改革を図るために、働き方改革具体例を年度当初に示した。タイムレコダーを活用し残業時間の削減と勤務
時間の意識化を図った。今後は、学校現場が改善できる業務をさらに見直し、教員本来の業務に専念できる環境をさらに整える。

A

成果と課題
(左記の理由）

具体的な改善策・向上策

A

具体的目標 具体的方策 達成度

成果と課題
(左記の理由）

具体的目標

●健康・体つくり

Ａ

・｢学ぶ｣
・｢耐える｣
・｢感動する｣
生徒の育成

教
育
活
動

教
育
活
動

達成度

A

具体的目標

具体的な改善策・向上策
成果と課題

(左記の理由）

A

｢学ぶ｣確かな学力の育成
｢耐える｣たくましく生きるための健康と体力の増進
｢感動する｣人間力を育てる『夢プロジェクト』の推進、豊かな心の育成
「地域との連携強化」コミュニティ・スクールの推進

成果と課題
(左記の理由）

具体的な改善策・向上策

具体的な改善策・向上策

学校関係者評価委員会から

学校関係者評価委員会から

学校関係者評価委員会から

学校関係者評価委員会から

具体的方策 達成度

学校関係者評価委員会から

A

達成度
成果と課題

(左記の理由）


